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会

長

挨

拶

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
当
協
会
の
運
営
に
多
大

な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、

防
火
・
防
災
管
理
や
危
険
物
取
扱
事
業

所
の
自
主
保
安
体
制
確
立
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
で
は
夏
季
以
外
に
お
い

て
も
気
温
30
度
を
超
え
る
日
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
い
ま
っ
て
、
異
常
気
象
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

各
地
で
想
像
を
超
え
る
大
規
模
な
林
野

火
災
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
長
期

に
わ
た
り
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
に
直
面
す
る
と
、

人
間
の
無
力
さ
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
が
、
一
方
で
、
日
頃
か
ら
備
え
を

怠
ら
ず
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
努

力
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
防
火
・
防
災

に
携
わ
る
者
と
し
て
、
よ
り
一
層
災
害

対
策
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
強
く
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

事
故
・
災
害
の
未
然
防
止
を
社
会
的

責
務
と
す
る
企
業
の
一
員
と
し
て
、
地

域
の
振
興
や
産
業
・
経
済
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
は
、
当
協
会
の
使
命
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、

引
き
続
き
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
会
を
取
り
巻
く
状
況
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
令
和
５
年
度
ま
で
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
事
業
の
縮

小
・
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

令
和
６
年
度
は
平
常
に
戻
り
、
計
画
し

て
い
た
事
業
を
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

す
べ
て
予
定
通
り
実
施
し
、
所
期
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
災
害
予
防
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
習
得
に
努
め
、
消
防
関
係

法
令
を
遵
守
し
つ
つ
、
自
主
保
安
管
理

の
確
立
を
目
指
し
て
、
会
員
の
皆
様
や

湖
南
広
域
消
防
局
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
協
会
の
各
種
事
業
の

推
進
に
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
　
北
　
中
　
良
　
樹

株
式
会
社
　
北
中
工
業
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供
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
当
消
防
局
に
お
き
ま
し

て
も
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
な
生
活

を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
活
動
体
制
お

よ
び
活
動
能
力
の
充
実
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
消
防
局
で
は
、
消
防
需
要
が
増
し

て
い
る
守
山
市
北
部
地
域
の
災
害
に
、

よ
り
確
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
昨
年
六
月
に
移
転
・
竣
工
し
た

北
消
防
署
出
張
所
の
出
動
体
制
を
強
化

し
、
こ
れ
ま
で
消
防
隊
ま
た
は
救
急
隊

の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
出
動
で
き
な
い

体
制
か
ら
、
十
月
以
降
は
消
防
隊
お
よ

び
救
急
隊
が
同
時
に
出
動
で
き
る
体
制

と
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、『
明
日
も　

あ
た
り
ま

え
の
安
心
と
安
全
を
』
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、「
明
日
も
安
心
で
安
全

な
一
日
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
・
・
・
」

市
民
の
皆
様
の
そ
の
よ
う
な
、
あ
た
り

ま
え
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
あ
た
り
ま
え
の
日
常
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
い
つ
も
備
え
、
い
つ

も
寄
り
添
い
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
に

安
心
と
安
全
を
提
供
し
続
け
る
消
防
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
湖
南
防
火
保
安
協
会
の
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
湖
南
地

域
の
安
心
と
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
、
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
覚
悟

で
お
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
の
連
携
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
あ
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
当
消
防
局
の
事
業

運
営
や
取
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
令
和
七
年
二
月
に
は
岩
手
県

大
船
渡
市
で
大
規
模
な
山
火
事
が
発
生

す
る
な
ど
、
そ
の
後
全
国
各
地
で
山
火

事
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。連
日
、

懸
命
な
消
火
活
動
が
行
わ
れ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
一
度
燃
え
広
が
っ
た
炎
は
、

衰
え
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
財
産
を
焼

き
尽
く
し
、
人
々
の
心
に
大
規
模
火
災

の
恐
ろ
し
さ
を
刻
み
込
み
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
平
成
十
七
年
四
月
に
兵

庫
県
尼
崎
市
で
発
生
し
た
列
車
事
故
か

ら
今
年
で
二
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
契
機
に
、
全
国
に
先
駆
け

た
取
組
み
と
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月

に
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
災
害
時

の
消
防
活
動
等
支
援
協
定
」
を
軸
に
、

災
害
時
に
事
業
所
の
持
つ
施
設
、
人
的

資
源
の
一
部
を
周
辺
地
域
の
住
民
に
提

湖
南
広
域
消
防
局

消
防
局
長

堀 

田 

武 

司

【
災
害
に
対
す
る
備
え
】

消
防
局
長
挨
拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
に
あ
り
ま
し
て
は
二
月
二
十
六
日
に
岩
手
県

大
船
渡
市
で
発
生
し
た
大
規
模
な
山
林
火
災
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
で
山
林
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
年
に
比
べ
降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
た

状
態
が
続
い
て
お
り
、
強
風
と
相
ま
っ
て
山
林
火
災

が
延
焼
拡
大
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
規
模

な
山
林
火
災
が
発
生
す
る
と
、
鎮
火
ま
で
時
間
を
要

す
る
た
め
、
山
林
火
災
へ
の
備
え
は
、
今
ま
で
以
上

に
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
災
害
時
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
向
上

を
目
的
に
、
新
入
社
員
防
火
研
修
や
自
衛
消
防
訓
練

大
会
な
ど
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
起
こ

り
得
る
様
々
な
災
害
を
想
定
し
、
危
機
管
理
意
識
の

向
上
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
当
協
会
に
対
し

特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

事
業
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

南
支
部
長
挨
拶

株
式
会
社
　
田
中
誠
文
堂
　
田
　
中
　
義
　
信

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
５
月
、
北
中
支
部
長
か
ら
交
代
し
、
支

部
長
の
大
役
を
あ
ず
か
り
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

就
任
当
時
は
、
コ
ロ
ナ
で
多
く
の
事
業
が
中
止
・

縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
何
と
か
再
開
し
た
い
、

さ
せ
た
い
」
と
、
強
い
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。
お

陰
様
で
、
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
力
も
徐
々
に
弱

ま
り
、
今
で
は
、
新
入
社
員
防
火
研
修
な
ど
、
全
て

の
事
業
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
喜
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
２
月
に
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
規

模
な
山
林
火
災
が
発
生
、
そ
の
後
も
日
本
各
地
で
山

林
火
災
が
続
き
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
日

本
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
も
同
様
の
火
事
が
発
生

し
、
改
め
て
自
然
の
脅
威
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
火
災
で
も
、
最
初
は
小
さ
な

火
種
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
当
協
会
で
開
催
し
て
い
る
新
入
社
員
防
火
研
修

や
自
衛
消
防
訓
練
大
会
な
ど
に
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
必
要
な
、
知

識
や
技
術
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
社
の
災
害
へ
の
備
え

は
勿
論
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
更
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
支
部
長
挨
拶

株
式
会
社
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嶋
　
栄
　
司
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　令和７年５月30日（金）午後３時からクサツエストピアホテルにて令和７年度の定期総会を開催しました。
　定期総会に下記の４議案を提出させていただき、慎重なる審議の結果いずれも原案どおり可決、承認されました。

研 修 委 員 会
・危険物施設での事故防止のため、危険物の有識者の
確保を目指し、危険物取扱者試験の予備講習会及び
直前対策講習会を実施する。
・新入社員防火研修を実施し、防火の知識及び消火技
術の修得を図り、職場の安全管理に繋げる。
・普通救命講習会を実施し、救急に関する意識と行動
力の向上を図る。
・防火研修会を実施し、会員の防火防災の視野拡大と
相互の情報交換を図り、防火思想等の推進に繋げ
る。（火災事例・危険物施設の安全管理）

令和７年度湖南防火保安協会事業計画

総 務 委 員 会
・協会の充実発展のため、新規会員の加入促進に努める。
目標　新規加入20事業所以上・総数729事業所
・災害時の消防活動等支援登録事業所の拡充と当該制度の
充実に努める。
　目標　新規登録20事業所・総数474事業所の登録（登録率
65％）
・�迅速な情報提供のため、メールアドレスの登録推進に努
める。
・会員の親睦と交流を図るための事業を実施する。
・会員の火災予防思想をより広く普及させることから防火
標語を募集する。
・会費収入の一助としての役割が果たせる事業を検討する。

提出議案
議第１号　令和６年度湖南防火保安協会事業実績報告
議第２号　�令和６年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出決算及び令和６年度湖南防火保安協会財政調整基金特

別会計決算
議第３号　令和７年度湖南防火保安協会事業計画
議第４号　�令和７年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出予算及び令和７年度湖南防火保安協会財政調整基金特

別会計予算

委員会事業の方針

広 報 委 員 会
・会報を年３回発刊する。紙面を通じて協会の活動、会員
事業所の防火防災対策の活動を掲載して、会員間の共助
体制を図るとともに、各種講習会・研修会の案内、消防
局と連携して法令改正内容や消防防災情報の提供を行
う。
・広告掲載事業で協力をいただいた会員事業所の広告を
ホームページ等を活用して、広く周知できる企画を行
う。
・�ホームページの内容充実と、電子メールを活用した情報
提供を行う。
・消防局が取り組む各種火災予防運動に協賛し、会員事業
所自らの防火防災意識の高揚を図り、併せて地域の皆様
に火災予防を訴える。
・各消防署等が開催する防火防災事業に協賛し、市民の防
火防災意識の向上を図る。

企業防災推進委員会
・防火防災に対する技術向上のため、自衛消防訓練大
会を開催する。
・企業での災害事例や近年多発する自然災害から得ら
れた教訓を専門分野の講師を招いて防災講演会を開
催する。
・消防局が推進する地域防災体制の強化「地域と連携
した防火防災体制の強化」事業へ協力する。
・会員事業所の地域防災体制の一層の充実を図ること
から、消防団協力事業所表示制度の導入及び推進に
協力する。
・消防局が策定された防災基本指針に基づく連携訓練
を実施する。

特 別 委 員 会
・組織強化検討特別委員会の設立により、事業のあり方等
について検討するも、課題の重さから令和７年度も引き
続き検討を続ける。

消防活動等支援事業
・災害時の消防活動等支援登録事業所と消防機関との
連携強化を図るため、消防訓練への積極的な参加を
図る。（市総合防災訓練やその他管内で実施される
消防訓練）

事業計画等について
令和７年度
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令和７年度　湖南防火保安協会防火標語

『コンセント　塵も積もれば　火事となる』
作：東京濾器株式会社草津工場　岡本　有司　様

北支部長表彰事業所 南支部長表彰従業員
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全危連表彰　三恵工業㈱
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各種試験・講習会のご案内【後期】令和７年度
□危険物取扱者試験（後期）� お問合せ先　（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡077－525－2977

□危険物取扱者試験受験対策講習会【後期】� お問合せ先　湖南防火保安協会　℡077－552－3000

予備講習会 講習時間 講習会場 直前対策講習会 講習時間 講習会場 受付期間

９月27日（土）

９時00分
～

16時00分

守山市コミュニティ
防災センター（守山
市石田町377－１）北
消防署併設

10月４日（土）

９時00分
～

12時00分

守山市コミュニティ
防災センター（守山
市石田町377－１）北
消防署併設

８月25日（月）
から当日

11月30日（日） 12月７日（日） 10月27日（月）
から当日

２月21日（土） ２月28日（土） １月19日（月）
から当日

受講料
会員 予備講習会　5,000円 直前対策講習会　3,000円 定員 各講習100名

一般 予備講習会　6,500円 直前対策講習会　3,500円 申込先 各消防署・本会

□危険物取扱者保安講習【後期】
【受付期間〔９月10日～９月18日〕】　お問合せ先　（一社）滋賀県防火保安協会連合会　℡077－521－3921

講　習　日 講　習　会　場 区分 講　習　日 講　習　会　場 区分

10月１日（水）滋賀県危機管理センター 一般 10月16日（木） 近江八幡市文化会館 一般

10月３日（金）栗東芸術文化会館さきら 給油取扱・一般 10月21日（火） 滋賀県立文化産業交流会館 一般

10月９日（木）甲賀市碧水ホール 一般 【講習時間】
給油取扱所　　９時30分～12時30分
一般　　　　   13時30分～16時30分10月10日（金）ひこね市文化プラザ 給油取扱・一般

回 試験日 開始時間 試験の種類 受験地 試験
会場 願書受付期間 結果発表日

１ 12月10日（水）
10時00分 選択

不可 乙種４類

大　
　

津　
　

市

コ
ラ
ボ
し
が
21

10月20日（月）
～

10月27日（月）
★書面は消印有効

１月16日（金）

14時00分

２ 12月11日（木）
10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類

３ 12月12日（金）
10時00分 選択

不可 乙種４類
14時00分

４ 12月13日（土）
10時00分 選択

不可 乙種４類
14時00分

５ 12月14日（日）
10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類

６ ２月27日（金）
10時00分 選択

不可 乙種４類

大　
　

津　
　

市

１月７日（水）
～

１月14日（水）
★書面は消印有効

３月30日（月）

14時00分

７ ２月28日（土）
10時00分 選択

不可 乙種４類
14時00分

８ ３月１日（日）
10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類

９ ３月２日（月）
10時00分 選択

不可 乙種４類
14時00分

10 ３月３日（火）
10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
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新入社員防火研修を開催

グラドン

救命

屋内消火栓

消火器

　去る５月14日・20日は北消防署で、５月15日・21日は西消防署にて令和７年度新入社員防火研修を開催し
ました。４日間で190名、86事業所の方々にご参加いただきました。座学及び実技訓練を行い防火に対する意
識の向上を図りました。

　今回の研修に参加し私自身、平成７年の阪神淡路大震災や
平成23年の東日本大震災を経験していましたが怖さや備えが
風化されているなと改めて痛感しました。南海トラフが起
こった際、滋賀では最大震度６強が想定されていると知り今
一度、避難マップや常備品の備えを確認しようと思いました。
自社では危険物も取り扱っており今回の研修では火災発生時
の対応方法を実践的に学び、煙中で懐中電灯を照らした中で
の移動方法を体験し救命訓練ではAEDを使用した心肺蘇生
法を学習しました。参加者全員が真剣に各講義に取り組んで
おり、講師の方もユーモアを交えて非常に分かり易く丁寧に
指導して下さり、とても有意義な時間になりました。今回の
研修を受講し改めてAED・消火設備の設置場所の確認を行
うと共に緊急事態を起こさないように真剣に取り組んでいき
たいと思います。

� 東レ･ファインケミカル株式会社
� 　山　本　祐　輔

石原産業（株）中央研究所
� 塚　田　　圭

　防火研修を通じて、防火・防災の知識や災害時の行動の重
要性を再認識した。
　座学では、設備があっても正しく使えなければ被害が拡大
することや、避難経路が限られる場合の対応など、実例を通
じて学び、知識の有無が生死を分けることを学んだ。
　煙中体験では、視界が悪い中での避難の難しさを体感し、
パニックになると進行方向が分からなくなるため、災害時に
は冷静になることの重要性を実感した。消火訓練では、実際
に消火器を使用することで冷静に対応する自信がついた。し
かし、普段取り扱う物質の中には水系で消火できないものが
あるため、消火設備の種類や設置場所、使用方法を正確に把
握する必要性を再認識した。
　災害や事故を未然に防ぐことはもちろんのこと、万一の際
に冷静に行動できるよう、定期的な防災訓練を通じて、取る
べき行動や避けるべき行動を学び、防災意識の向上に努めま
す。
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令和７年９月から
映像通報システム（L

ラ イ ブ

ive1
イチ

1
イチ

9
キュウ

）運用開始予定

　119番通報者がスマートフォンで撮影された現場
映像をリアルタイムに指令室（災害管制課）で確認
できるシステムです。

　応急手当の方法など、動画を通報者へ送信するこ
とができます。 ご協力のお願いについて

　通報者の安全が確保され、指令員がLive119の利用
が必要であると判断した場合、映像撮影をお願いする
ことがあります。
　なお、映像の送受信にかかる通信料金をご負担いた
だくことになりますが、皆様のご理解とご協力をお願
いします。

＃7119（救急安心センター事業）とは、急な病気やケガの際に「救急車を呼んだほうがいいのか」「今すぐ病
院に行ったほうがいいのか」などで困った際に　医師や看護師等の専門家からアドバイスを受けることができ
る24時間開設されている相談窓口です。

【内容】
　①熱中症の自覚症状がある、疑いがある人を早期発見するための体制整備
　②体を冷やす措置等、熱中症の重篤化を防止するための手順を作成
　③上記内容を作業関係者へ周知する
【対象】
　�「暑さ指数（WBGT）28度以上または気温31度以上の環境下で連続１時間以上または１日４時間を超えて
実施」が見込まれる作業が対象となります。

職場での熱中症による死傷者は1195人、うち死者は30人となっています。（令和６年：厚生労働省HPより）

職場における熱中症対策が義務化されました！
令和７年６月から「改正労働安全衛生規則」が施行されました！

暑さを避けよう！ 水分補給をしよう！ バランスの良い食事をしよう！

総務省HP� 「救急安心センター事業（＃7119）をもっと詳しく！」

令和７年10月スタート！＃７１１９

こどもの医療相談はこちらまで！＃８０００

職場における熱中症
≪予防情報はこちら

厚生労働省HP
職場における熱中症対策の強化情報
� の詳細はこちら≫
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【過去５年間の火災原因から見た最近の予防情報】

《防火管理者を選任できていますか？》
　年度が替わり数か月、防火管理者を選任できていますか？防火管理者が人事異動等により未選任となっていません
か？防火管理者が未選任の状態では、万が一、火災等の災害が発生した場合、初動の遅れを招き、災害による被害拡
大につながる恐れがあります。

　湖南広域消防局管内の火災原因
は、左表から分かるように、５年
間の合計で一番多いのは「電気機
器」で56件、二番目が「たき火」
で53件、三番目が「放火（疑い）」
で41件となっています。
　一位の「電気機器」による火災
は、全国的に見ても近年増加傾向
にある火災原因となっています。

！△ �電池を捨てる際に、
適切に処理せず発火

リチウム電池では、テー
プを貼るなど絶縁処理し
ないと電池同士が接触に
より放電して発火する場
合があります。

！△ 水に落としたことにより発火
作業中などで水に水没させた場合、内
側に水か浸み込み、異常が生じ、通電
時などに内部でショートして発火する
場合があります。

！△ 落下による発火
落下などにより大きな衝撃が加わ
ると、変形や電池内部の損傷によ
り、発火することがあります。

　電気機器を発火源とする火災について調査・分析した結果、【充電式電池・リチウム電池】【プラグ・コード】【家
電製品】の３つが主な出火原因であることが分かりました。今回は、事業所でも起こりえる【充電式電池・リチウム
電池】の火災事例を紹介します。

オンラインでも防火管理講習を受ける
ことができます。
　詳しくは、一般財団法人日本防火・防災協会のホー
ムページをご確認ください。
防火管理者の届出に関することは、最寄りの消防署へお
問合せください。
　東消防署（野洲市）　077-587-1119
　西消防署（草津市）　077-568-0119
　中消防署（栗東市）　077-552-0119
　南消防署（草津市）　077-564-4951
　北消防署（守山市）　077-584-2119

充電式電池・リチウム電池の火災事例

≪火災対策≫
充電式電池を落としたり、濡
らした場合は、異常がないか
確認し、膨らむなどの異常が
あれば、使用をやめましょう。
またPSEなどが表示されてい
るかを確認し、一定の安全が
確保されているものを使用し
ましょう。

落下により火花が散っている写真水没したバッテリーが突然発火した写真

湖南広域消防局管内の火災原因（１位～５位）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

放火（疑い）12 電気機器 11 たき火 14 たばこ 11 電気機器 14

たき火 9 たき火 8 電気機器 14 電気機器 11 たき火 12

電気機器 6 たばこ 8 こんろ 7 たき火 10 放火（疑い） 8

たばこ 4 放火（疑い） 8 放火（疑い） 5 こんろ 9 たばこ 6

こんろ 4 屋内配線 5 たばこ 4 放火（疑い） 8 こんろ 6

下へスクロール
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令和７年度 湖南防火保安協会月別事業計画

月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

４
月

18 事務担当調整会議【本会10：00】 16 県連合会防火保安功労者等表彰
審査委員会【県11：00】

23 県連合会第１回事務局長会議
【県危機管理センター14：00】

24 令和６年度決算監査【本会10：00】 下旬 知事表彰の書類調査

５
月

14 新入社員防火研修【北署9：00】 7 県連合会第１回理事会
【県危機管理センター14：00】

15 新入社員防火研修【西署9：00】

14 正副会長会議
【市民防災ホール10：30】

14 理事会【市民防災ホール13：00】
20 新入社員防火研修【北署9：00】

21 新入社員防火研修【西署9：00】 22 県連合会令和７年度通常総会
【大津プリンスホテル16：00】

23 定期総会担当者調整会議【本会10：00】

24
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

28～29
甲種防火管理講習
【甲賀市まちづくり活動センター
9：00～16：30】

26 湖南幼年女性防火委員会
【市民防災ホール10：00】

30 令和７年度定期総会・定例表彰
【クサツエストピアホテル15：00～】

31
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

６
月
25～26 甲・乙併催防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 9 危険物安全大会（全危連理事長

表彰等）【東京都14：00】
下旬 広報委員会【本会】予定

７
月

新会員勧誘・支援登録事業所の加入促進月間
１日～７日　夏の災害予防啓発
運動

上旬 会報「碧い纏」第119号発刊
15 普通救命講習会【西署9：00～】
16 普通救命講習会【北署9：00～】

17 普通救命講習会【北署9：00～】 18
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【守山市】

中旬 第49回自衛消防訓練大会実行委員会【本会】

19
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

下旬
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【草津市・栗東市】

下旬
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【野洲市】

22 東近畿消防救助技術大会出場に
伴う激励

26
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

28 第60回滋賀県消防操法訓練大会
【県消防学校】

８
月 中旬 全国消防救助技術大会出場に伴

う激励

９
月

5 第２回事務局長会議
【県危機管理センター15：30】

18～19 甲種防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】

上旬 自衛消防訓練大会操法研修会の
開催に伴う事務担当者会議

中旬 第49回自衛消防訓練大会操法研修会【午前】
中旬 第49回自衛消防訓練大会運営委員会【午後】

27
危険物取扱者試験の予備講習会
【守山市コミュニティ防災セン
ター9：00～16：00】
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月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

10
月

4
危険物取扱者試験対策の直前対
策講習会【守山市コミュニティ
防災センター9：00～12：00】

8～9 甲・乙併催防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】
22 第49回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】
22 正副会長会議【東消防署】 28 全国女性消防操法大会
23 第49回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】（予備日） 防火ポスター審査会

中旬 広報委員会【本会】 下旬 消防設備協会長表彰式
【東京都：明治記念会館】

11
月

1 会報「碧い纏」第120号発刊
【広告事業】

5～6 甲種防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 中旬 正副支部長会議 中旬 正副支部長会議

上旬 街頭広報（JR各駅・商業施設） 16 秋季消防総合演習【守山市内】

９～15 秋の火災予防運動協賛 20 防火のつどい
【守山市民ホール】

26～27
甲・乙併催防火管理講習
【甲賀市まちづくり活動センター
9：00～16：00】

29
防火保安協会連合会創立50周年
記念式典
【大津プリンスホテル】

30
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

下旬 消防・警察合同歳末特別警戒出動式

12
月

1 年末の火災予防啓発運動協賛
（12/1～12/31）

7
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

9～10 甲・乙併催防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】
上旬 防火研修会【設備編・危険物編】
下旬 消防団年末夜警出動式・激励

１
月
上旬 構成市消防出初式
下旬 広報委員会【本会】

２
月

3 甲種防火管理再講習【ライズ
ヴィル都賀山13：00～15：00】 1 滋賀県総合防災訓練

【野洲市内】
上旬 会員県外視察研修
17 普通救命講習会【西署9：00～】
18 普通救命講習会【北署9：00～】
19 普通救命講習会【東署9：00～】

21
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

中旬 支部役員会議 中旬 支部役員会議

28
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～12：00】

３
月

１～７ 春の火災予防運動協賛
1 会報「碧い纏」第121号発刊
1 街頭広報（JR各駅・商業施設）

3～4 甲種防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 中旬 支部役員会議 中旬 支部役員会議

7 消防記念日消防記念式典（防火ポスター優秀作品の表彰） 10 県連合会第２回理事会
【琵琶湖ホテル16：00】

中旬 正副会長会議【本会】 10 県連合会第３回事務局長会議
【琵琶湖ホテル16：00】


